
輝
か
し
い
未
来
へ
の
門
出
を
祝
し
て

　
10
月
２
日
㈯
、
栃
木
文
化
会
館
で
合
併
記
念
式
典

が
、
総
務
大
臣
（
代
理
）
を
は
じ
め
、
県
知
事
、
県

議
会
議
長
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
近
隣
首
長
・

議
長
等
の
来
賓
や
市
行
政
関
係
者
、
自
治
会
、
消
防

団
等
の
総
勢
約
９
２
０
人
の
皆
さ
ん
の
出
席
の
も
と

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
記
念
式
典
は
、
栃
木
県
立
栃
木
翔
南
高
校
音

楽
部
に
よ
る
新
市
の
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
か
な

演
奏
で
開
会
。
式
典
で
、
鈴
木
市
長
は
「
各
市
町
が

そ
れ
ぞ
れ
守
り
育
て
て
き
た
多
種
多
様
な
資
源
や
良

さ
を
い
か
し
つ
つ
、
互
い
に
連
携
し
支
え
あ
い
な
が

ら
、
渾
然
一
体
と
な
っ
て
、
新
生
〝
栃
木
市
〞
の
躍

進
に
向
け
て
、
総
力
を
結
集
し
て
ま
い
り
た
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
賓
祝
辞
、
合
併

功
労
者
総
務
大
臣
表
賞
・
感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
合
併
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
（
旧
栃
木
市
・

大
平
町
・
藤
岡
町
・
都
賀
町
）
の
特
色
等
を
紹
介
し

た
映
像
の
上
映
、
春
風
亭
柳
橋
師
匠
の
落
語
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
に
お
い
て
、
新
市
の
顔
・
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
〝
市
章
〞
が
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
新
生
栃
木

市
の
市
章
は
、
２
〜
３
月
に
デ
ザ
イ
ン
の
公
募
を
行

い
、
総
数
１
，０
１
８
件
の
応
募
の
中
か
ら
、
新
市

市
章
選
定
委
員
会
の
議
論
・
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

重
ね
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
を
考
案

し
た
石
川
悦
史
氏
（
栃
木
市
）
に
は
市
長
か
ら
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
関
連
記
事
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

栃木市
合併記念式典

11月号（ 3 ）


